小学校６年【社会】『小学社会』（教育出版）　（例）
教科書を活用した家庭学習例～計画的な家庭学習へ向けて～
	
	課題内容

	第１回
	【小単元名】オリエンテーション【ページ】６～９ページ
【学習の流れ】
１　オリンピック・パラリンピックについて知っていることをノートに書く。
　※教科書を読む前に書く。
２　６～９ページを読んで、気づいたことをノートに書く。
【学びの確認】
・まなびリンク「日本オリンピック委員会」でオリンピックの目的や歴史について、さらに調べ、わかったことをノートにまとめましょう。

	第２回
	【小単元名】憲法とわたしたちの暮らし【ページ】１０、１１ページ
【学習の流れ】
１　１０、１１ページを読んだ後、自分のまちの公共施設や身の回りで「だれもが利用しやすいように設備が整えられている」と思うものについて、自分の予想をノートに書き出す。
２　「１」で書いたものと比べながらお家の人にも考えを聞き、ノートにまとめる。
【学びの確認】
・資料集を読んで、身の回りの「だれもが利用しやすいように設備が整えられている」例について確認しましょう。

	第３回
	【小単元名】憲法とわたしたちの暮らし【ページ】１２、１３ページ
【学習の流れ】
１　日本国憲法について知っていることをノートに書く。
　※教科書を読む前に書く。
２　１２、１３ページを読んで、日本国憲法とはどのようなものかを調べる。
３　１２ページのイ「日本国憲法の三つの原則」をノートにうつす。
４　１３ページのエ「日本国憲法の前文」の中で、「国民主権」「基本的人権の尊重」「平和主義」の考えがそれぞれあらわれている部分に３種類の線を引く。（ 　　　、　　　、　　　など）
【学びの確認】
[bookmark: _GoBack]・「４」で線を引いた部分をお家の人に見てもらい、確認しましょう。



